日本財団「海と日本プロジェクト」サポートプログラム

海の日をアートする～親子で学ぶ「神戸みなと塾」

　　　　　　　　　　　　　　　　事業報告

特定非営利活動法人

神戸グランドアンカー

[実施事業スケジュール及び内容]

1） 海でつながるプロジェクト（事業名変更以前）KOBEみなとの絵大賞

＜写生会＞

（１）日時：2016年5月28日（土）　１０：００～１５：３０

（２）場所：神戸港中突堤周辺

（３）内容：

 １０：００～参加受付（事前申し込み数こども＝小学生以下１４５人＋保護者103

　　人大人＝中学生以上１５２人）。

（於：神戸港中突堤ポートタワー横 特設受付会場）

        　　参加者には、本写生会限定の画用紙を配布し、直ちに写生開始。

　　　　　　当日は、国交省近畿地方整備局の協力により環境船「Dr.海洋」が

係留され、写生の対象と併せて、船内見学会を開催。

１４：３０～制作（写生）を終えた参加者は、次々に作品を提出。

（於：波止場町TEN×TEN）

１５：３０～作品提出を締め切り、閉会。

　　　（４）参加者数：総数358人

　　　　　　　　 提出作品数：子供１２９点、大人１４３点

＜作品審査会＞

（１）日時：2016年6月4日（土）　１３：００～１８：００

（２）場所：波止場町TEN×TEN

（３）内容：神戸在住の美術家3人、写真家１人と当法人理事長で審査員を構成し、提出総 数272点を厳正審査し、大賞、国交省近畿地方整備局長賞など10点を選定した。

２）　海と日本プロジェクト 海の日をアートする～親子で学ぶ「神戸みなと塾」
（１）日時：２０１６年7月16日（土）　９：００～１６：００

（２）場所：波止場町TEN×TEN、神戸港中突堤、神戸港内海上

（３）内容：

　９：００～参加者（事前申し込み数：親子60組120人）受付。

　９：３０～①特別講師（昨年同の神戸商船大学卒 元神戸港振興協会職員）によ

り「海」「海の日」「神戸港」などについて、配布資料を基に講義。

　　　　　　②自分たちの信号旗（国際信号旗 UW旗：スモール版）を親子で協力制作。

　　　　　　　同時に、国際信号旗の簡単な説明を、神戸港における船舶入出港時に実際のUW旗を使って歓送迎している団体リーダーが実施。

１０：３５～各自作ったUW旗をもって、全員神戸港中突堤へ移動。

　　　　　　港内クルーズ船入港に合わせて、その旗で交信。同クルーズ船クル

ーも、応答した。

１０：５５～港内クルーズチャーター船に乗り込み、船内では、神戸港についての講義や、目の前の潜水艦造船所や過去にあった捕鯨船母港についての説明を実施。

１１：５０～同チャーター船下船後、各自昼食。ほとんどが弁当持参で、波止場町TEN×TENが昼食会場となった。

１２：４０～参加者同士が和気あいあいと「体を動かす」ゲームで、午後の講座に向けてのリフレッシュタイム。

　　 １２：５５～会場内に設営した「KOBEみなとの絵大賞」の作品展を鑑賞。

　　 １３：１０～講師（美術家）指導により、先刻のチャーター船上からの見学をもとに、「海」などをテーマに,全員がガラス絵に挑戦。

　　 １４：００～こどもフォーラムの開催

　　　　　　　　 事前募集の５人の「パネラー」と当法人理事長をコーディネーターとして開催。海、神戸港などについての現状や未来を子供目線に加え保護者からの意見も続出して活況なフォーラムであった。

　１５：００～「KOBEみなとの絵大賞」の表彰式。欠席の受賞者は、後日賞を郵送。

　　　　　　　　　一部受賞者のみの表彰式となった。

　　 １５：１０～本事業についてのアンケートの回答及び参加しての感想や海の日に対するメッセージなど参加者全員が作成、提出。

　 　１５：５０～当法人副理事長が、修了証を参加者一人一人に授与し、閉会した。

　１６：１０  閉会。

　　　（４）参加者数：親子53組　総数113人

3） 　海と日本プロジェクト 活動報告展

1 KOBEみなとの絵大賞作品展

（１）日時：2016年7月16日～8月30日

（２）場所：波止場町TEN×TEN　特設会場

（３）内容：受賞作品10点をはじめ、全作品272点を一堂に展示。

（４）参加者数：3,018人

②神戸みなと塾活動報告展

（１）日時：2016年7月17日～8月30日

（２）場所：波止場町TEN×TEN　特設2会場

（３）内容：7月16日開催のメインイベントでの記録写真やガラス絵、感想文、メッセージなどの展示。別会場にて当日の様子を８K大型スクリーンで映像再現。期間中常時放映。

（4）参加者数：2,993人

　　

[事業活動状況（記録写真）]

1） 海と日本プロジェクト KOBEみなとの絵大賞（参加者：358人）

日時：2016年5月28日（土）10：00～15：30

場所：神戸港中突堤周辺

対象者：神戸市を中心として近府県在住者

内容：参加者を事前募集（応募者数：こども＝小学生以下145人、大人＝中学生以上

　　　255人）し、当日10時より応募受付票により受付、直ちに思い思いの場所で制作（写生）を始めた。この日は、国交省近畿地方整備局の協力により、環境船「Dr.海洋」が岸壁に係留され、写生の対象としてのみならず、同船の船内見学を開催。参加者は休憩時間に船内見学をし、同船乗組員の「海の環境保全」についての説明を熱心に聞き入っていた。
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まだ、受付時間には早いが、一番乗りで受付済ませた参加者。
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各自、思い思いの場所取りで、制作活動開始。「Dr海洋」号も協力。みなとには、写生対象物が多く何を描くかが悩ましいが、決まったようです。　

「Dr海洋」の船内見学もし、作品提出予定の午後3時半には、書き上げた参加者ほとんどが作品を提出（子供：129点。大人：143点）し、閉会した。

＜KOBEみなとの絵大賞＞作品審査会

日時：2016年6月4日　13：00～18：00

場所：波止場町TEN×TEN　特設審査会場

内容：5月28日の「KOBEみなとの絵大賞」で提出された作品（子供：129点、大人：143点）を審査員（美術家3人、写真家1人）と当法人理事長による、厳正な審査会を開催。

大賞、国交省近畿地方整備局賞など10賞を選定した。
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力作ぞろいで、審査員を悩ます。5時間かけてようやく賞が決定された。

翌日から、表彰、作品展開催に向け準備に入る。

2） 海と日本プロジェクト　海の日をアートする～親子で学ぶ「神戸みなと塾」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（参加者：親子53組113人）

　　日時：2016年7月16日　9：00～16：10

　　場所：波止場町TEN×TEN、神戸港中突堤、神戸港内海上

内容：

　9：00～参加者（事前申し込み数：親子60組120人）受付

　9：30～①特別講師（昨年同の神戸商船大学卒 元神戸港振興協会職員）による「海」「海の日」「神戸港」などについて、配布資料を基に子供向け 

講義。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　みんな！今日一日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　頑張ろう！
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 ②自分たちの信号旗（国際信号旗 UW旗：スモール版）を親子で制作。

　　　　　 同時に、国際信号旗の簡単な説明を、神戸港における船舶入出港時に実際のUW旗を使って歓送迎している団体リーダーが行った。
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                                                 信号旗をつくろう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 旗の順番はこうかな？

10：35～各自作ったUW旗をもって、全員神戸港中突堤へ移動。

　　　 　港内クルーズ船入港に合わせて、その旗で交信。同クルーズ船クルーも

応答した。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出来上がった旗を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　振ってみよう。
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「お帰り」と信号旗を振って全員でお迎え。船のクルーからも

「ありがとう」と返信。全員、反応を大喜び。

10：55～港内クルーズチャーター船に乗り込み、船内では、神戸港についての

講義や,目の前の潜水艦造船所や過去にあった捕鯨船母港についての説明を実施。参加者は、初耳のことが多く、熱心な船内教室となった。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さあ、船に乗って　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　港内探検に出発。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　船上からの神戸には、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新しい発見がいっぱい。

　

11：50～同チャーター船下船後、各自昼食。ほとんどが弁当持参で、波止場町TEN×TENが昼食会場となり、参加者同士の交流が生まれた。

12：40～参加者同士が和気あいあいと「体を動かす」ゲームで、午後の講座に向けて、リフレッシュした。

　　　 12：55～会場内に設営した「KOBEみなとの絵大賞」の作品展を鑑賞。「絵画」により、「みなと」「海」「船」について、各自「海」への思いを新たにした。
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 13：10～講師（美術家）指導により、先刻のチャーター船上からの見学をもとに、「海」などをテーマに,全員がガラス絵に挑戦。ほとんどが「ガラス絵」は初体験で、「海の日をアートする」を象徴した。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ガラス絵に初挑戦

14：00～こどもフォーラムの開催

　　　　　　　　昼食時、本フォーラムの「パネラー」を募集したところ、率先して5人の希望者があり、当法人理事長をコーディネーターとして開催。海、神戸港などについての現状や未来を子供目線に加え保護者からの意見も続出して活況なフォーラムが実現した。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　子供フォーラム開催
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15：00～「KOBEみなとの絵大賞」の表彰式。事前に受賞者に出席の可否を打診の結果当日出席受賞者の表彰式とし、欠席受賞者は後日郵送にて賞1式を送付した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

[image: image17.jpg]8 -1 m@g—i.vnj

‘}zz.ﬂe@nr rimm

\P




　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

「表彰状・・おめでとう」

15：10～本事業についてのアンケートの回答及び参加しての感想や海の日に対するメッセージなど参加者全員が作成、提出。

　　　　

15：50～当法人副理事長が、修了証を参加者一人一人に授与し、閉会した。

16：10　閉会。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　終了証と「くじら」の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　缶詰を贈呈。

３）海と日本プロジェクト 活動報告展

1 KOBEみなとの絵大賞作品展

（１）日時：2016年7月16日～8月30日

（２）場所：波止場町TEN×TEN　特設会場

（３）内容：受賞作品10点をはじめ、全作品272点を一堂に展示。

（４）参加者数：3,018人
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2 神戸みなと塾活動報告展

（１）日時：2016年7月17日～8月30日

（２）場所：波止場町TEN×TEN　特設2会場

（３） 内容：7月16日開催のメインイベントでの記録写真やガラス絵、感想文、メッセージなどの展示。別会場にて当日の様子を８K大型スクリーンで映像再現。期間中常時放映。

（４）参加者数：2,993人
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　　活動報告展第2会場では、当日の記録映像が開催期間中流れ、当日を振り返る光景が。

事業を終えて

昨年度実施の「みなと塾」に加え本年は5月にみなと大写生大会（KOBEみなとの絵大賞）を実施し、アートを通じて「海」「みなと」への興味と参加者各々が「海事従事」への希望が生まれたようである。「みなと塾」においては、長時間のプログラム進行にも関わらず、参加者が互いに尊重しあい、新たな交流が生まれたことも意義深いものと考える。

今後ますます、青少年の「海」に対する認識と海洋日本の旗頭となる人材育成への一歩でもあった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

掲載媒体

　4月17日　　毎日新聞　＜神戸港を描く写生会＞

　5月17日　　読売新聞　＜みなと神戸　みんなで描こう＞

　6月17日　　毎日新聞　＜親子で学ぶ神戸みなと塾＞

　6月24日　　サンテレビジョン　＜海の日をアートする 神戸港＞

　7月2日　　 読売新聞　＜みなと神戸　親子で学ぼう＞

　7月14日　　NHK神戸　＜海の日をアートする　神戸港＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
